
若
尾
家
の
米
穀
販
売
の
実
態

―
若
尾
財
閥
経
営
史
研
究
序
説
―

は
じ
め
に

本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
若
尾
家
は
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
か
ら
昭
和
前

期
に
か
け
て
の
時
期
、
所
謂

「
甲
州
財
閥
」
の
中
核
的
位
置
を
占
め
山
梨
県
の

産
業
金
融
界
に
君
臨
し
た
が
、
昭
和
初
年
に
襲

っ
た
金
融
恐
慌
の
波
を
被
り
あ

の
神
戸
の
鈴
木
商
店
、
東
京
の
渡
辺
銀
行
等
と
同
様
に
意
外
に
も
あ
っ
け
な
く

破
綻
し
た
。
そ
の
最
盛
時
に
は
七
〇
〇
町
歩
に
垂
ん
と
す
る
山
梨
県
随

一
の
巨

大
地
主
若
尾
家
は
、
例
え
ば
、
そ
の
機
関
銀
行
た
る
者
尾
銀
行

・
山
梨
貯
蓄
銀

行
の
設
立
、
第
十
銀
行
設
立
へ
の
参
画
、
東
京
馬
車
鉄
道
株
式
会
社

・
東
京
電

灯
株
式
会
社

へ
の
株
式
投
資
と
そ
の
後
の
経
営
参
画
を
は
じ
め
と
す
る
株
式
投

資
、
あ
る
い
は
銀
行
経
営
、
企
業
経
営

へ
の
進
出
、
更
に
は
、
第

一
次
世
界
大

戦
を
契
機
と
し
た
戦
争
景
気
を
背
景
と
す
る
企
業
勃
興
＝
投
資
ブ
ー
ム
に
よ
っ

て
急
激
に
族
生
し
た
企
業
群

へ
の
積
極
的
な
参
画
を
通
し
て
急
速
に

「財
閥
」

と
し
て
の
外
観
を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
主

経
営
、
あ
る
い
は
地
方
財
閥
を
分
析
し
た
先
行
研
究
の
多
く
が
指
摘
し
て
い
る

様
に
、
こ
れ
ら
の
設
立
資
金
、
あ
る
い
は
株
式
取
得
資
金
の
多
く
の
部
分
が
所

有
耕
地
か
ら
の
小
作
料
収
入
に
よ
っ
て
充
当
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

康

彦

想
像
で
き
る
。
筆
老
は
、
若
尾
家
が

「財
閥
」
に
の
し
上
が

っ
て
い
っ
た
の
は

寄
生
地
主
と
し
て
の
資
力
が
背
景
に
あ

っ
て
初
め
て
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
て

い
る
垢
）そ
こ
で
ヽ
本
稿
で
は
、

「若
尾
財
閥
」
の
全
生
涯
を
、
地
主
経
営
、
銀

行
経
営
、
企
業
経
営
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
解
明
し
よ
う
と
す

る
筆
者
の
若
尾
財
閥
研
究
の
一
環
と
し
て
、
若
尾
家
の
地
主
経
営
の
諸
特
質
を

検
討
し
た
前
稿

「若
尾
家
の
地
主
的
土
地
所
有
の
推
移
＝
動
向
」
、

「若
尾
家

の
地
主
経
営
の
構
造
」
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
考
尾
家
の
米
穀
販
売
の
実

態
と
そ
の
特
質
を
折
出

・
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
課
題
を
設
定
し
た
い
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
述
べ
て
い
る
様
に
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
夏
の

米
騒
動
に
際
し
て
の
若
尾
邸
焼
き
打
ち
と
、
昭
和
初
年
の
若
尾
家
の
破
綻
に
起

因
す
る
資
料
の
焼
失

。
散
逸
に
伴
う
資
料
的
制
約
は
覆
い
難
く
、
本
稿
が
直
接

対
象
と
す
る
米
穀
販
売
に
つ
い
て
言
え
ば
僅
か
に
残
存
す
る
若
尾
地
所
部
の

『決
算
報
告
』
と
大
正

一
〇
年
度

『
米
穀
売
帳
』
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
把
握

す
る
に
止
ま
り
、
又
、
分
析
検
討
の
時
期
も
極
め
て
限
ら
れ
全
体
と
し
て
不
十

分
さ
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
梨
県
随

一
の
巨

大
地
主
た
る
若
尾
家
の
地
主
経
営
の
分
析
も
筆
者
に
よ
っ
て
最
近
や
っ
と
そ
の

緒
に
付
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
な
お
多
く
の
側
面
か
ら
の
個
別
分
析
を
積
み
重
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ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
あ
る
。
更
に
、
山
梨
県
に
お
け
る
地
主
層
に
よ

る
米
穀
販
売
の
実
態
分
析
は
松
元
宏
氏
の

「根
津
家
米
穀
販
売
の
実
態
」
と
中

村
政
則
氏
の
広
瀬
家
の

「小
作
米
の
販
売
過
程
」
の
み
で
あ
る
と
い
う
本
県
の

米
穀
販
売

。
流
通
研
究
の
現
状
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
の
若
尾
家
の
米
穀

販
売
の
実
態
の
分
析
検
討
は
単
に
若
尾
財
閥
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
の
み
に

止
ま
ら
な
い
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一　
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売
状
況

若
尾
家
が
小
作
料
と
し
て
取
得
し
た
靱
あ
る
い
は
玄
米
を
ど
の
よ
う
に
し
て

販
売
＝
貨
幣
転
化
し
た
の
か
と
言
う
こ
と
を
、
明
治
ど
昭
和
初
年
に
至
る
若
尾

家
の
全
生
涯
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
資
料
的
制
約
か
ら
不

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
六
年
以
降
は
若
尾
家
の
全
所
有
地
の
管
理

・

運
用
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
若
尾
地
所
部
の
業
務
と
し
て
行
な
わ
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
同
部
の

『
決
算
報
告
』
か
ら
類
推
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
残
存
す
る
若
尾
地
所
部
の
各
年
の

『
決
算
報
告
』
等
に
よ
っ
て
大
正

五
年
ど
昭
和
元
年

（
一
九

一
六
？
二
六
）
の
期
間
の
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売

状
況
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第

一
表
は
、

『
決
算
報
告
』
の
記
載
数
値
か
ら
作
成
し
た
大
正
五
年
ど
昭
和

元
年
度
の
期
間
の
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売
状
況
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
既
に
前
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
様
に
、
若
尾
家
は
大
正
七
年
を
画
期
と
し

て
所
有
耕
地
の
大
量
の
売
却
を
開
始
す
る
の
で
あ
り
、
第

一
表
に
示
さ
れ
た
大

正
五
Ｐ
六
年
段
階
は
幸
運
に
も
若
尾
家
の
地
主
経
営
の
ピ
ー
ク
時
を
示
し
て
い

る
と
い
え
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
大
正
五
年
度
の
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売
規
模

は
、
靱

一
三
、
四
〇
〇
俵
余
、
玄
米
三
、
八
〇
〇
俵
余
で
あ
り
そ
の
売
却
代
金

総
額
は
一
〇
八
、
○
○
○
円
余
に
達
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
販
売
量
に
つ

(第 1表 )若尾地所部米穀売却状況

い
て
み
る
と
、

糎
の
場
合
は
大

正
九
年
段
階
ま

で
は

一
三
、
Ｏ

Ｏ
Ｏ
俵
を
維
持

し
て
い
た
が
、

一
〇
年
に
至
り

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

俵
台
と
な
り
、

そ
れ
以
降
、
八
、

○
Ｏ
Ｏ
Ｐ
七
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
俵
を
推

移
し
昭
和
初
年

に
は
ピ
ー
ク
時

の
大
正
五
年
の

三
〓
ハ
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
に
ま
で

減
少
す
る
。
又
、

玄
米
の
場
合
も

大
正
九
年
ま
で

は
三
、
○
○
○

俵
台
を
維
持
す

る
が
大
正

一
一

年
段
階
で
ピ
ー

ク
時
の
半
分
以

年度 椒 米玄 合 計

大正 5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

日召不日 1

俵

13,467.55

13,353.22

13,187.22

13,125

10,643.43

10,564.22

8,200。 19

7,759.13

7,096.42

4,863.32

円

82,989。 25

111,750.71

180,099

120,557.45

127,985.05

117,915,60

97,071,90

104,649,11

91,856.08

52.439。 32

俵

3,809.00

3,593.25

3,754.25

3,614.28

2,918.39

1,896.34

1,341.20

1,486.26

1,247.27

1,097.00

円

25,180.69

43,865.88

58,745.90

39,277

42,315。 16

26,233.87

20,307.89

24,945.33

19,453.80

16,112.30

円

108,169,94

155,616 59

238,844,90

159,834.45

170,300.21

144,149.47

117,379.79

129,594。 44

111,309.88

68.551.62

100

143.9

221

147.8

157.4

133.3

108.5

119.8

102.9

63.4
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下
、
そ
れ
以
後
は
更
に
減
少
し
三
分
の
一
程
度
で
推
移
し
昭
和
初
年
に
は
大
正

五
年
時
の
二
八

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
ほ
ぼ
概
の
そ
れ
と

同
様
に
推
移
す
る
が
、
減
少
の
ペ
ー
ス
は
玄
米
が
糎
の
そ
れ
を
上
回

っ
て
い
る
。

こ
の
概
、
玄
米
の
販
売
量
の
ほ
ば

一
貫
し
た
減
少
は
、
前
述
の
大
正
七
年
を
画

期
と
す
る
耕
地
売
却
と
連
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
売
却
代
金
は
、
後
に
詳
し
く
見
る
様
に

（第

一
図
を
参
照
の
こ
と
）

大
正
五
年
以
降
に
見
ら
れ
た
米
価
の
急
騰
に
支
え
ら
れ
て
増
加
し
続
け
大
正
七

年
に
は
二
四
万
円
余
の
ピ
ー
ク
を
形
成
し
、
以
後
販
売
米
穀
量
の
減
少
に
伴
い

順
次
減
少
す
る
も
の
の
大
正

一
四
年
段
階
ま
で
は
経
営
規
模
の
ピ
ー
ク
と
考
え

ら
れ
る
大
正
五
年
段
階
の
水
準
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
昭
和
初
年
に
至
り

米
価
の
下
落
も
あ

っ
て
六
八
、
○
○
○
円
に
激
減
す
る
と
い
う
様
に
販
売
量
と

は
か
な
り
異
な

っ
た
動
き
を
す
る
。
こ
の
様
な
販
売
量
と
売
却
代
金
の
異
な

っ

た
動
き
か
ら
も
分
か
る
様
に
小
作
料
収
取
量
の
減
少
が
、
即
、
地
主
経
営
の
弱

体
化
＝
後
退
に
結
果
す
る
わ
け
で
な
い
。
こ
の
こ
と
は
地
主
経
営
の
基
盤
の
安

定
度
は
小
作
人
か
ら
の
小
作
料
収
取
ば
か
り
で
な
く
米
価
の
高
低
＝
米
穀
相
場

に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
更
に
、

第

一
表
で
見
る
か
ぎ
り
、
若
尾
家
の
米
穀
売
却
額
に
占
め
る
柳
と
玄
米
の
割
合

は
、
販
売
量
の
減
少
に
関
係
な
く
常
に
売
却
額
の
七
〇
Ｐ
八
〇
。ハ
ー
セ
ン
ト
を

判
が
占
め
粗
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
く
、
前
稿
で
明
ら
か
と
な

っ
た
若
尾
家
の

耕
地
売
却
が
収
益
性
や
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
短
各
年
の
販
売
量
は
、
玄
米
の
場
合
に
収
納
量
を
若
干
上

回

っ
た
年
も
あ
る
が
、
多
く
の
年
は
収
納
量
の
九
九

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で

あ

っ
て
は
ば
年
度
内
に
完
売
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
後
に
詳
し
く
見
る
が
年

度
を
超
え
た
売
却
は
極
め
て
少
な
い
。

米
穀
販
売
は
、
地
主
が
現
物
形
態
で
収
取
し
た
小
作
料
収
入
を
貨
幣
に
転
化

し
地
主
的
土
地
所
有
を
完
結
さ
せ
る
唯

一
の
機
会
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
米
価
は
、
そ
の
年
の
収
穫
量
、
翌
年
の
作
柄
予
想
、
更
に
は
景
気
動
向

な
ど
の
諸
要
因
に
よ

っ
て
激
し
く
変
動
し
、
し
ば
し
ば
投
機
の
対
象
と
な

っ
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。
こ
の
様
な
な
か
に
あ

っ
て
年
々
一
万
俵
を
超

え
る
大
量
の
米
穀
を
売
却
す
る
若
尾
家
に
と

っ
て
小
作
米
の
販
売
の
成
否
、
言

い
換
え
れ
ば
、
売
却
代
金
の
多
寡
は
地
主
経
営
の
根
幹
に
触
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
財
閥
経
営
の
浮
沈
に
も
か
か
わ
る
重
大
問
題
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
若
尾

家
は
い
か
に
有
利
な
価
格
で
手
持
ち
の
小
作
米
を
売
却
す
る
か
に
腐
心
す
る
し
、

若
尾
地
所
部
の
機
能
の
中
心
も
こ
こ
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

第

一
図
は
、
若
尾
地
所
部
の

『
決
算
報
告
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
明
治
三
三

年

（
一
九
〇
〇
）
以
降
の
若
尾
地
所
部
の
糎
、
玄
米
の
一
俵
当
た
り
の
売
却
価

格
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
甲
府
市
場
に
お
け
る
精
米
の
平
均
価
格
と
若
尾
地

所
部
の
靱
売
却
価
格
の
推
移
の
比
較
図
で
あ
る
。
た
だ
売
却
価
格
と
市
場
価
格

の
平
均
値
を
求
め
る
期
間
に
若
干
ず
れ
が
あ
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
汚
明
治
三
九
、
四
四
、
大
正
元
、
七
、　
三
二
年
の
様
な
米
価
上
昇
の
ピ
ー

ク
時
に
は
必
ず
し
も
連
動
し
て
い
な
い
が
、
ほ
ば
両
者
の
動
き
は
パ
ラ
レ
ル
な

関
係
に
あ
り
、
若
尾
地
所
部
の
米
穀
売
却
価
格
は
基
本
的
に
は
甲
府
市
の
米
穀

市
場
の
動
向
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

い
ま
若
尾
地
所
部

の
売
却
価
格
を
甲
府
市
場
価
格
で
除
し
て

「
売
却
米
価
水
準
率
」
を
求
め
る
と
、

両
者
の
開
き
は
最
大
の
大
正
六
年
の
六
四

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
小
の
明
治

三
四
年
の
一
〇
四

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
間
に
分
布
し
、
全
期
間
の
平
均
値

は
七
七

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
に
よ
る
変
動
も
大
き
く
、　
一

年
と
し
て
前
年
と
同
水
準
に
あ

っ
た
年
は
な
く
、
特
に
米
価
が
急
騰
し
、
大
き

く
変
動
を
繰
り
返
し
た
大
正
四
年
以
降
に
お
け
る
そ
の
上
下
動
は
激
し
い
。
特

に

「
売
却
米
価
水
準
率
」
の
低
い
大
正

一
二
、
昭
和
元
年
度
は
、
関
東
大
震
災
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(第 1図 )若尾地所部 1俵当りの売却価格と甲府市場価格の比較

＼

――一 若尾地所部売却価格 (A)

一
甲府市場価格 (B)

――――A/B× 100

「

‐
、
‐
、
、
キ

と
考
尾
家
が

破
綻
す
る
直

接
の
原
因
と

１
卿　
朗
朔
　
な
った
金
融

・３　　・翌年‐月．　翻赫雅強鵬

7   9  1133  35  37  39  41  43
(明治)

(年度 )

嘲
野
　
乱を背景
と

格

格
　
し
て
ぃ
る
。

獅拗　鞠鱗かっ憐

度

　
　
作
米
を
売
却

年

　
　
し
て
い
る
若
　
・

尾
家
に
と

っ
　
“

て
甲
府
市
場

　

．

と
比
較
し
た

ン」
の

「
士冗
却

米
価
水
準
」

の
数
。ハ
ー
セ

ン
ト
の
上
下

動
が

「
投
機

的
利
益
」
の

獲
得
に
非
常

な
影
響
を
与

え
る
結
果
と

な
る
こ
と
は



改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
し
た
松
元
論
文
に
よ
れ
ば
こ
の
販
売
価
格

（庭
先
値
段
）
と
甲
府
米
穀
市
場
の
平
均
価
格
と
の
間
の
ほ
ば
連
動
し
た
動
き

は
山
梨
県
第
二
位
の
巨
大
地
主
根
津
家
の
場
合
で
も
同
様
に
看
取
で
き
る
。
こ

の
こ
と
は
例
え
ば
、
大
正
七
年
度
の

『
決
算
報
告
』
に

「
当
部
力
多
数
穀
物
ヲ

有
シ
比
較
的
高
価
フ
以
テ
売
却
セ
シ
ハ
徒
倖
ナ
リ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
様
に

地
主
層
が
米
穀
市
場
の
相
場
の
動
き
を
見
極
め
可
能
な
限
り
高
米
価
で
売
却
す

る
こ
と
＝

「
投
機
的
利
益
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
か
な
り
難
し
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
事
実
、
若
尾
地
所
部
が
米
穀
相
場
の
動
き
に
如
何
に
細
心
の
注
意
を

払

っ
て
い
た
か
は
、
若
尾
地
所
部
の

『
決
算
報
告
』
の

「
米
価
ノ
趨
勢
」
の
項

に
見
ら
れ
る
克
明
な
記
述
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、

大
正
七
年

（
一
九

一
人
）
七
月
末
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
の
米
価
の
暴
騰
に

よ
っ
て
全
国
各
地
で
米
騒
動
が
激
発
し
、
当
の
若
尾
家
も
八
月

一
五
日
に
襲
撃

を
受
け
た
時
期
の
前
後
を
含
む
大
正
六
年
度
の
記
述
を
多
少
長
く
な
る
が
以
下

に
引
用
し
た
い
。

全
国
ノ
作
況

ハ
前
記

（農
作
ノ
状
況
‥
筆
者
）
ノ
如
ク
充
分
ナ
ラ
ス
加

ヘ
テ

時
局
ノ
影
響

ハ
益
々
米
価
フ
昂
進
セ
ツ
メ
収
穫
時
期

二
際
ス
ル
モ
柳
力
低
落

ノ
商
況
ナ
リ
反
テ
一
層
高
価
ノ
取
引
行

ハ
レ
タ
ル
フ
以
テ
当
部

ハ
未
夕
徴
収

二
先
テ
糎
参
千
四
百
余
俵
フ
売
却
セ
リ
而
シ
テ

一
般
収
穫
后

二
至
り
米
価
市

場
ノ
形
勢
少
シ
ク
沈
静
ナ
ル
モ
須
隻

ニ
ツ
テ
回
復
シ
四
月
頃
迄

ハ
大
ナ
ル
騰

落
ナ
ク
経
過
セ
シ
モ
結
局
漸
次
騰
貴
ノ
傾
向
ヲ
示
セ
リ
故

二
当
部
収
納
穀
物

ハ
漸
次
売
却
ノ
方
針
フ
取
り
六
月
迄

二
於
テ
僅
カ
ニ
玄
米
二
千
俵
弱
ヲ
残
シ

悉
皆
売
却
セ
リ
然
ル
ニ
本
年
麦
作
ノ
結
果
不
良
卜
各
地
米
穀
供
給
不
足
フ
唱

へ
生
産
地
方
ノ
輸
送
常

二
渋
滞
シ
市
場

二
於
ケ
ル
需
用
ノ
過
半
モ
充
タ
ス
能

ハ
ス
又
反
面
我
邦
出
兵
問
題
モ
葱
起
シ
米
価

ハ
騰
貴
ノ
一
方

二
傾
キ
殆
卜
停

止
ス
可
ラ
サ
ル
空
前
ノ
活
況
ヲ
持
続
セ
ツ
フ
以
テ
政
府

ハ
屋
々
米
価
調
節
ヲ

行
ヒ
来
ツ
シ
カ
更

二
其
急
フ
認
メ
暴
利
取
締
令
ヲ
発
シ
テ
定
期
市
場
ノ
買
煽

リ
フ
防
ギ
或

ハ
正
米
市
場

二
於
ケ
ル
標
準
相
場
フ
撤
廃
シ
随
意

二
売
出
ヲ
促

シ
外
米
管
理
令
ヲ
発
ン
テ
ハ
外
米
ヲ
輸
入
廉
価
販
売
フ
断
行
セ
ツ
等
種
々
調

節
フ
謀
り
防
屋

二
勉
メ
ッ
ト
雖
モ
結
局
何
等
ノ
効
果
ナ
ク
奔
騰
ン
タ
ル
フ
以

テ
生
活
難
ノ
悲
声

ハ
各
地
方

二
喧
綾
セ
ラ
レ
甚
夕
不
穏
ノ
状
勢

二
願
ミ
最
后

二
於
テ
ハ
米
穀
収
用
令
フ
発
布
ツ
全
国
内
玄
米
五
石
以
上

（自
用
ヲ
徐
ク
）

フ
所
持
ス
ル
モ
ノ
フ
調
査
シ
指
定
価
格
フ
以
テ
収
用
フ
行

ヘ
リ
当
部

ハ
周
囲

ノ
事
情
フ
顧
ミ
ル
所
ア
リ
売
却
残
玄
米

ハ
七
月
末

二
悉
ク
売
却
ン
タ
リ
其
后

俄
然
猶
奔
騰
シ
一
石
実

二
四
十
七
八
円
迄
取
引

一
時
行

ハ
レ
タ
リ
斯
ノ
如
キ

未
曾
有
ノ
高
価
フ
著

ハ
シ
タ
ル
フ
以
テ
数
年
来
貯
蔵
シ
殆
卜
処
分
能

ハ
サ
ル

古
米
モ
陸
続
市
場

二
著

ハ
ル
ヽ
状
況
ナ
リ
期
未

二
至
リ
テ
ハ
各
地
多
ク
ハ
豊

作
ヲ
実
現
シ
商
況
静
穏

二
帰
ン
タ
ル
モ
猶

一
石
三
十
円
内
外
ノ
売
買
行

ハ
レ

而
シ
テ
収
支
計
算
ノ
説
明

ハ
各
項
ロ

ニ
於
テ
ス

付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
が
、
若
尾
地
所
部
と
し
て
は
全
国
の
作

況
、
麦
作
の
結
果
、
出
兵
問
題
、
政
府
の
米
価
調
節
策
、
米
穀
の
輸
送

・
供
給

状
況
等
々
実
に
細
か
く
観
察
し
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

「
収
穫
時
期

二
際

ス
ル
モ
馴
力
低
落
ノ
商
況
ナ
リ
反
テ
一
層
高
価
ノ
取
引
行

ハ
レ
タ
ル
フ
以
テ
当

部

ハ
未
夕
徴
収

二
先
テ
糎
参
千
円
百
余
俵
フ
売
却
セ
ツ
…
漸
次
騰
貴
ノ
傾
向
ヲ

示
セ
リ
故

二
当
部
収
納
穀
物

ハ
漸
次
売
却
ノ
方
針
フ
取
り
六
月
迄

二
於
テ
僅
力

二
玄
米
二
千
俵
弱
フ
残
悉
皆
売
却
セ
リ
…
当
部

ハ
周
囲
ノ
事
情
フ
顧
ミ
ル
所
ア

リ
売
却
残
玄
米

ハ
悉
ク
売
却
ン
タ
リ
」
と
あ
る
様
に
、
米
穀
相
場
の
先
高
を
見

越
し
て
収
納
以
前
の
先
売
り
す
ら
行
な
い
、
好
条
件
で
の
売
却
に
努
め
て
い
る
。

一
一　
大
正

一
〇
年
度
の
米
穀
販
売
状
況

幸
い
な
こ
と
に

『
三
浦
正
弘
家
文
書
』
に
は
、
僅
か
に
大
正

一
〇
年
度

一
年
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分
の
み
で
あ
る
が
若
尾
地
所
部
の

『
米
穀
売
帳
』
が
残
存
し
て
い
る
。
以
下
、

同
帳
簿
に
よ

っ
て
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

『
米
穀
売
帳
』
の
検
討
に
先
立
ち
、
参
考
ま
で
に
そ
の
冒
頭

部
分
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

第
壱
号
　
　
　
　
　
中
巨
摩
郡

大
二
十

一
年
二
月
十
八
日
売

仝
　
　
年
六
月
三
十
日
限

粗
　
八
百
九
拾
俵
也

大
正
十
年
度
朝
気
伊
勢
町
収
判
百
石
町
若
尾
倉
庫
積
置

マ

売
渡
代
金
壱
万
五
百
弐
円
也
　
一
一
、
八
〇

内
金
千
七
百
八
拾
円
也
受
取

″
　
　
延

利

十

月

二

十

日

九
月
十
二
日
分

一
一
一
一

一
七
八 ○

七
〇

○

○

○

○

延

利

受

取

過
入
金
渡
ス

朝
　
気
　
口

右
取
引
相
済
候
也

引
用
部
分
に
よ
れ
ば
、
中
込
岩
太
郎
と
の
取
引
内
容
は
、
先
ず
、
大
正

一
一

年

（
一
九
二
二
）
二
月

一
八
日
に
、
甲
府
市
百
石
町
に
あ
っ
た
若
尾
倉
庫
に
積

み
置
か
れ
た
甲
府
市
の
朝
気
、
伊
勢
両
町
か
ら
の
大
正

一
〇
年
度
分
の
収
納
粗

八
九
〇
俵
を

一
俵
当
た
り

一
一
円
八
〇
銭
、
売
却
代
金
総
額

一
〇
、
五
〇
二
円

で
、
購
入
者
中
込
岩
太
郎
が
代
金
を
完
済
し
粗
を
引
き
取
る
最
終
期
日
を
六
月

二
〇
日
と
す
る
売
買
契
約
が
結
ば
れ
、
契
約
時
内
金
と
し
て
一
、
七
八
〇
円
が

払
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
中
込
岩
太
郎
は
、
八
月
五
日
に
内
金
三
〇
〇
円
を

払
い
込
み
三
〇
俵
を
受
け
取

っ
た
の
を
手
始
め
に
、
九
月

一
六
日
迄
に
前
後
二

人
回
に
亙

っ
て
内
金
の
納
入
と
現
物
糊
の
受
け
取
り
を
行
な
い
契
約
粗
俵
員
八

九
〇
俵
全
部
を
引
き
取

っ
た
。
中
込
岩
太
郎
の
場
合
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
契

約
時
に
取
り
決
め
ら
れ
た
取
引
期
限
は
殆
ど
守
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
取
引
完
了

時
の
延
利
金
納
入
を
前
提
と
し
て
大
幅
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
若

尾
地
所
部
で
は
実
際
の
現
物
引
き
取
り
の
つ
ど
納
入
さ
れ
た
内
金
額
と
搬
出
さ

れ
た
概
俵
量
を

『
米
穀
売
帳
』
の
中
込
岩
太
郎
分
の
記
入
箇
所
に
日
を
追

っ
て

記
帳
し
た
。
中
込
岩
太
郎
と
の
取
引
の
場
合
、
こ
の
間
に
若
尾
地
所
部
に
払
い

込
ま
れ
た
内
金
総
計
は
契
約
時
の
一
、
七
八
〇
円
を
含
め
一
〇
、
六
八
〇
円
で

あ
る
。
現
物
引
き
取
り
に
際
し
て
の
内
金
額
は
一
俵
当
た
り

一
〇
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
売
却
代
金
総
額

一
〇
、
五
〇
二
円
か
ら
契
約
成
立
時
に
払
い

込
ま
れ
た
内
金
額

一
、
七
八
〇
円
を
差
し
引
い
た
残
額
八
、
七
三
二
円
を
八
九

松
島
村
中
込
岩
太
郎

九

月

十

六

日

九

月

十

二

日

中

略

）

八

月

八

日

八

月
″

七 〃

日

八 大

曇≡
日 年

一
四
〇

三
二
〇

三
〇
〇

二
九
〇

三
〇
〇

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ
○
○

朝
気
伊
勢
ロ

一
四
一一一一一一

三
〇

二

九

三

〇
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○
俵
で
除
し
て
算
出
し
た
金
額
九
円
八
〇
銭
を
目
安
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
為
、
年
度
末
の
一
〇
月
三
〇
日
に
至
り
若
尾
地
所
部
は
一
俵
当
た
り
二
〇

銭
宛
の
過
入
金
に
当
た
る

一
七
八
円
を
中
込
岩
太
郎
に
返
却
し
、
改
め
て
契
約

時
に
決
め
ら
れ
た
撫
を
引
き
取
る
最
終
期
日
で
あ
る
六
月
三
〇
日
以
降
九
月

一

六
日
迄
の
延
利
金
と
し
て
一
二
一
円
七
〇
銭
を
受
け
取
り
取
引
を
終

っ
た
。

中
込
岩
太
郎
に
対
す
る

一
俵
当
た
り

一
一
円
八
〇
銭
と
い
う
売
却
価
格
は
、

後
に
見
る
様
に
同
年
二
月
初
旬
の
甲
府
の
米
穀
相
場
の
七
九

・
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
相
当
し
、
第

一
図
に
示
さ
れ
た
各
年
の

「売
却
米
価
水
準
率
」
の
平
均
値
の

関
係
か
ら
言
え
ば
、
若
尾
地
所
部
と
し
て
は
ほ
ぼ
平
年
並
の
売
却
価
格
で
あ

っ

た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
大
正

一
一
年
と
い
う
年
は
七
月
以
降

一
〇
月
に
か
け

て
甲
府
米
穀
相
場
の
米
価
が
暴
落
し
た
為
に
、
第

一
図
の
大
正

一
〇
年
度
の

「売
却
米
価
水
準
率
」
は
九
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
著
し
く
高
く
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
）
。

第
二
表
は
、

『
米
穀
売
帳
』
の
記
載
内
容
を
再
集
計
し
て
作
成
し
た
大
正

一

〇
年
度
に
お
け
る
者
尾
地
所
部
か
ら
の
米
穀
買
受
人
と
そ
の
取
引
内
容
の
一
覧

で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
大
正

一
〇
年
度
の
場
合
、
若
尾
地
所
部
は
一
四
名
の

買
受
人
に
対
し
て
全
て
の
判
、
玄
米
を
売
却
し
て
い
る
。
他
の
年
度
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正

一
〇
年
度
の
場
合
は
、
古
米
四
俵
を
売
却
し
た
古
守

庄
吉
や
、
祝
村
納
入
分
の
み
の
粗
三
三
俵
余
を
隣
村
の
相
興
村
の
野
沢
蔦
吉
に

売
却
し
た
場
合
の
様
に
比
較
的
小
口
取
引
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
一
方
で
、
貢

川
村
の
長
田
教
吉
に
売
却
糎
全
体
の
四

一
ｏ
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
、
五

二
二
俵
を
六
万
円
余
で
売
却
し
た
の
を
始
め
と
し
て
取
引
量
が
千
俵
を
超
え
る

ケ
ー
ス
が
五
件
、
売
却
金
額
が

一
万
円
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
七
件
を
数
え
全
体

的
に
見
る
と
買
受
人
と
の
取
引
規
模
は
大
き
い
。
特
に
、
粗
の
場
合
は
長
田
教

吉
、
長
田
正
三
郎
の
二
名
に
取
引
量
の
三
分
の
二
、
売
却
金
額
の
七
割
が
、
玄

米
の
場
合
は
斎
藤
叶
也
、
横
森
開
作
の
両
名
に
同
じ
く
各
々
の
五
七

・
三
パ
ー

セ
ン
ト
が
集
中
し
て
い
る
な
ど
特
定
の
買
受
人

へ
の
特
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ

の
少
人
数
の
買
受
人
に
対
す
る
比
較
的
規
模
の
大
き
な
売
却
と
言
う
形
態
は
大

正
期
の
根
津
家
の
米
穀
売
却
の
場
合
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
該
時
期

の
山
梨
県
の
大
地
主
の
小
作
米
売
却
形
態
と
し
て

一
般
的
な
も
の
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
若
尾
家

の
資
料
か
ら
米
穀
の
買
受
人
の
存
在
形
態
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
各
人
の
取
引
規
模
が
大

き
い
こ
と
と
、
そ
の
全
て
で
は
な
い
が
昭
和
初
年
の

『
山
梨
人
事
興
信
録
』
に

よ
れ
ば
、
坂
本
忠
三
郎
は
米
穀
肥
料
笹
尾
屋
、
長
田
正
三
郎
は
内
外
米
穀
問
屋

吉
田
屋
商
店
、　
一
条
米
蔵
は
水
車
業
兼
米
穀
商
、
更
に
五
味
義
路
は
精
穀
業
に

従
事
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
多
く
は
県
内
の
米
穀
問
屋
な
い
し
米
穀

商
人
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

買
受
人
の
居
住
地
か
ら
見
た
者
尾
地
所
部
の
米
穀
売
却
圏
は
甲
府
市
と
東
八

代
、
中
巨
摩
、
北
巨
摩
の
一
市
三
郡
に
限
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
中
巨
摩
郡
は

糎
、
玄
米
と
も
に
取
引
量
、
売
却
代
金
の
双
方
に
お
い
て
三
分
の
二
を
占
め
高

い
集
中
度
を
示
し
て
い
る
。
甲
府
市
は
靱
の
み
の
販
売
で
あ
る
が
、
金
額
的
に

は
二
七

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
て
中
巨
摩
郡
に
次
い
で
お
り
、
中
巨
摩
郡
と

甲
府
市
の
売
却
額
を
合
算
す
る
と
売
却
金
総
額
の
九
割
を
超
え
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
東
八
代
、
北
巨
摩
両
郡
は
売
却
額
全
体
の
僅
か
に
Ｏ

・
三
、
八
・
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
比
重
は
著
し
く
低
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
又
、
東
山
梨
郡
と
、
基
本
的
に
甲
府
市
の
商
圏
に
属
す
る
西
山
梨
郡
に
対

す
る
売
却
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
米
穀
の
販
売
圏
が
若
尾
家
の
所
有
耕
地
の

分
布
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
売
却
は
引
用
部

分
に
も
あ
る
様
に
甲
府
市
の
百
石
町
や
朝
日
町
に
あ

っ
た
若
尾
倉
庫
に

一
度
搬
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郡市 町村 買 受  人 種 類 俵  員 金  額 小作料納入町村名

中巨摩

甲 府

中巨摩

甲 府

中巨摩

甲 府
中巨摩

東入代

北巨摩

中巨摩

北巨摩

中巨摩

松島

金手

松島

相生

訓
　
蘭
艦
　
櫻
嚇
報
　
旭
源

中込岩太 郎

坂 本忠二 郎

一 条 米 蔵

長 田正三 郎

長 田 教 吉

母

作

吉

吉

郎

也

作

明

吉

頼
騨
範
購
婢
軸
潮
卿
噸

辻

石

古

野

保

斎

横

小

矢

粗

激

概

概

凛

概
粗
釈
粗
球
球
　
球
球

俵

890

1,266

1,266

2,632

4,522

110

97

*4
33.425

220

1,672

784

263

「

10,502

14,654.25

14,654 25

32,327.45

61,200.25

1,375

776

28.30

437 35

2,700

24,383.75

11,589,75

3,813.50

朝気、伊勢町分

里吉、石和、国玉、清田、相川

坂折、板垣、東光寺村分

里吉、石和、国玉、清田、相川

坂折、板垣、東光寺村分

山城、富士見、国母、住吉、西

条、常永、稲積、竜王、池田、

貢川、千塚、大宮村分

竜王、池田、貢川、日川、岡部

甲運、玉幡村分

竜王、玉幡村分

甲府分

大正 9年納入分

祝村分

中田本寸分

御影、田之岡村分

旭、大草、神山村分

源、飯野村分

合 計 概

玄米

11,070 425

2,919 173,929.85

中巨摩

中巨摩

条

条

西

西

長谷川嘉兵衛

五 味 義 路

柳

靱

145 55

104

1,341.60

958,33

西条村分、12月 売却契約

西条村分、12月売却契約

*実際は 6貫 400日 、 1俵 17貫で換算して約3.96俵。

入
さ
れ
た
後
の
場
合
も
あ
る
が
、
遠
隔
地
に
お
い

て
納
入
さ
れ
た
小
作
靱
米
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

小
野
保
明
に
売
却
し
た
ケ
ー
ス
で
は

「
旭
大
草
村

納
旭
村
久
保
田
武
雄
殿
方
積
置
ノ
儘
」
、

「
神
山

村
納
米
仝
村
立
花
範
平
殿
方
積
置
」
と
か
、
野
沢

蔦
吉
に
売
却
し
た
ケ
ー
ス
で
は

「
祝
村
納
概
仝
人

方
積
置
分
」
と
あ
る
様
に
収
取
し
た
現
物
小
作
料

は
甲
府
の
若
尾
倉
庫
に
送
ら
れ
る
こ
と
な
く
現
地

で
の
売
却
も
行
な
わ
れ
た
様
で
あ
る
。
特
に
玄
米

の
場
合
は
全
て
買
受
人
の
居
住
す
る
村
に
隣
接
す

る
諸
村
か
ら
の
収
取
米
の
売
却
で
あ
り
流
通
の
範

囲
は
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

売
却
さ
れ
た
米
穀
の
そ
の
後
の
流
通
、
用
途
な

ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
引
用
し
た
中
込

岩
太
郎
と
の
取
引
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
様
に
何

回
か
に
分
け
て
行
な
わ
れ
た
内
金
を
払
い
込
ん
で

の
現
物
の
引
き
取
り
の
期
間
の
間
隔
が
短
く
、
又
、

現
物
靱
、
玄
米
の

一
回
ご
と
の
引
き
取
り
規
模
の

構
成
を
見
た
第
三
表
か
ら
も
分
か
る
が
、　
一
回
毎

の
引
き
取
り
規
模
も
、
例
え
ば
、
糎
の
場
合
百
俵

を
超
え
る
こ
と
は
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る

一
一
件
と
少
な
く
、
五
〇
俵
未
満
が
九
割
を
占
め

て
お
り
、
特
に
二
〇
俵
未
満
が
四
二
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ

っ
て
そ
の
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
こ
と
、

更
に
は
、
玄
米
が
収
取
し
た
諸
村
と
隣
接
す
る
村

(第 2表)若尾地所部米穀販売 (大正10年度 )
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(第 3表 )現物級、玄米引き取 り規模構成

1回 当 た り

引き取 り規模

概 玄 米

件数 構成比 俵 数 構成比 件数 構成比 俵  数 構成比

250俵以上
200   〃
150   〃
100俵以上

件

１

３

２

５

% 俵

０２

４３

５２

５９

% 件
　
　
１

　

５

% 俵

200

550

%

/1ヽ  計 1,856 17.0 6 25。 7

80俵以上
60   ″
50俵以上

422
598
1,052

207
1,007

小 計 2,072 19,0 33.8 1,214 41.6

40俵以上
30   〃
20   ″
10俵以上
10俵未満

1,699
2,355
965
1,862

126

４

３

７

４

１

177
428
170
178
2

小  計 304 87.0 7,007 64.0 57.4 955 32.6

合  計 10,935 2,919

『米穀売帳』の記載数値による。俵以下は切 り捨てた。

へ
売
却
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
点
か
ら
考
え
て
、
若
尾
家
の
売
却
し
た

米
穀
が
買
受
人
の
手
に
よ

っ
て
更
に
県
外

へ
移
出
さ
れ
た
と
は
考
え

に
く
く
、
米
穀
商
の
側
で
売
却
の
め
ど
が
立

っ
た
時
に
現
物
粗
、
玄

米
の
引
き
取
り
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

っ
て
多
く
の
部
分
は
、
甲
府

市
や
売
却
地
周
辺
の
飯
米
と
し
て
消
費
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
中
村
政
則
氏
が
明
ら
か
に
し
た
中
巨
摩
郡
藤
田
村
の
一
〇

〇
町
歩
地
主
広
瀬
家
の
米
穀
販
売
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
若
尾
家

も
基
本
的
に
は
山
梨
県
内
の
米
穀
流
通
圏
の
範
囲
内
に
留
ま

っ
た
存

在
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
更
に
若

尾
家
の
米
穀
販
売
の
実
態
を
よ
り
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
四
表
は
大
正

一
〇
年
度
の
若
尾
地
所
部
の
米
穀
取
引
勘
定
の
内

訳
及
び
月
別
の
現
物
引
き
取
り
状
況
の
一
覧
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ

ば
大
正

一
〇
年
度
の
場
合
は
、
売
却
契
約
が
成
立
し
た
日
＝
売
却
日

は
二
月

一
八
日
か
ら

一
二
月
二
〇
日
迄
の
期
間
に
亙

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
年
度
を
超
え
た
契
約
は

一
二
月

一
二
、
一
一〇
日
に
行
な
わ
れ

た
二
件
で
、
粗
取
引
量
の
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
に
し
て
僅
か

一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
殆
ど
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
で
あ
る
。
売
買

契
約
数
は
延
二
四
を
数
え
、
例
え
ば
、
中
込
岩
太
郎
の
様
に

一
回
き

り
の
取
引
で
終

っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
長
田
教
吉
の
四
回
を
始

め
と
し
て
同
じ
買
受
人
と
何
回
か
に
亙

っ
て
売
買
契
約
を
結
ん
で
い

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
も
、
売
却
し
た
糎
、
玄
米
の
品
質
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
長
田
正
三
郎
の
様
に
五
月
九
日
の
一

俵
当
た
り
の
売
却
価
格
が

一
一
円
七
〇
銭
で
あ

っ
た
も
の
が
、
六
月

一
二
日
に
は

一
一
円
八
五
銭
に
な
り
、
夏
に
同
月
二
三
日
に
は

一
三

円
二
〇
銭
に
な
る
な
ど
、
同

一
人
で
あ

っ
て
も
契
約
時
期
に
よ

っ
て
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引 き 取 り 時 期
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(第 4表 )若尾地所部米穀販売時期分布 (大正10年 )

売却日
取

限

き

期

引

り
買 受  人 種類 俵  数 代 金 契約時内金 廷利金 返利金

2. 18 6. 30 中 込 岩太郎 級 10.502 と,780 121.70

4. 8 8. 15 坂 本 忠二郎 粗 549 6,588 823.50 49 81

4. 8 8. 15 一 条 米 蔵 籾 549 6,588 823.50 24.18

4. 13 8. 10 坂 本 忠二郎 柳 8,066.25 896.25 163.75

4. 13 8. 10 一 条 米 蔵 粗 8,066.25 896.25 83.43 1.08

5. 9 8. 31 長 田 正三郎 靱 940 10,998 1,410 77.45 340

6. 12 8. 31 長 田 正三郎 粗 737 8,733.45 1,105.50 32.24

6. 23 8. 31 長 田 教 吉 粗 2,197 28,01孔 .75 2,746.25 17.09

6. 23 8. 31 長 田 正三郎 粗 12,606 と,000 68.18

6. 30 8. 31 長 田 教 吉 概 795 10,017 l.033.50

7. 7 9. 30 長 田 教 吉 粗 5,245.10 495.60 12.06

辻   頼 母 粗 1,375

9. 8 10. 20 長 田 教 吉 概 1 13,404 1,340.40

9. 13 9. 25 石 水 英 作 粗 776

9. 23 古 守 庄 若 粗 *  4 28.30

10. 23 野 沢 蔦 吉 親 33.425 437.35

12. 12 12. 25 長谷川 嘉兵衛 概 145.55 1,341.60

12. 20 12. 25 五 味 義 路 級 104.11 958.33 102.50 24.50

」 計 11,070.425 133,739.38 14,949.25 754.39 185.12

4。 25 5. 31 保 坂 勝次郎 玄米 2,700 300

5. 29 7. 15 斎 藤 叶 也 玄 米 7.658,75 835.50 0.49 17.07

5. 31 7. 31 小 野 保 明 玄米 4,118 7.69 0.47

6. 12 8. 31 斎 藤 叶 也 玄米 1 115 16,725 1,672.50 50.67

6. 12 9. 30 小 野 保 明 玄米 7.471,75 4.38 61.00

6. 30 9. 30 矢 崎 政 吉 玄米 263 3,813.50 394.50

/1ヽ 計 2,919 42,485 4,383.50 12.56 129.21

合 計 13,989.425 176,224 19,332 766.95 314.33

*=実際は 6貫 400日 。
上段は引き取り俵数
下段は納入内金額

=記入漏れか。
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一
俵
当
た
り
の
売
却
価
格
に
差
が
存
在
す
る
こ
と
は
若
尾
地
所
部
の
米
穀
販
売

を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い

（
こ
の
点
は
後
に
詳
論
す
る
）
。

契
約
時
内
金
は
、
辻
頼
母
、
古
守
庄
吉
、
野
沢
蔦
吉
の
三
名
を
除
き
必
ず
納

入
し
て
お
り
、
そ
の
売
却
代
金
に
対
す
る
割
合
も
長
田
正
三
郎
の
七

・
九
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
石
水
英
作
の
二
五

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
に
分
布
し
て
い
る
が
、

多
く
は

一
割
前
後
で
あ

っ
て
売
却
金
額
の
多
寡
と
の
間
に
は
必
ず
し
も
直
接
的

な
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
比
率

の
高
低
は
米
穀
商
の

「
信
用
度
」
を
表
現
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
延
利
金
は
、
契
約
時
に
決
め
た
代
金
を
完

納
し
現
物
を
引
き
取
る
最
終
期
限
ま
で
に
取
引
を
完
了
し
な
い
場
合
に
課
せ
ら

れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
あ
り
、
売
買
契
約
書
に
具
体
的
な
記
述
が
な
い
た
め

ハ
ッ

キ
リ
し
な
い
が
、
根
津
家
の
場
合
は

「
百
円

二
付
日
歩
三
銭
四
厘
」
で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
若
尾
家
の
延
利
金
も
ほ
ぼ
同
額
程
度
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
更
に
、
第
四
表
に
よ
れ
ば
、

「
泥
概
混
入
」
、

「
鼠
害
」
を
理
由
と
し
て

値
引
き
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
若
尾
地
所
部
の
大
正
五
年
の
売
買
契
約
書
に
は

「
万

一
拙
者

（買
受
人
‥
筆
者
）
ノ
都
合
上
期
限
後

二
至
り
現
品
引
取
候
故
鼠

害
減
穀
其
他
損
害
等
出
来
候
共
珈
力
貴
殿

へ
御
迷
惑
相
懸

ヶ
申
間
敷
」
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
若
尾
家
が
米
穀
商
に
対
し
て
配
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
取
引
条
件
の
う
ち
契
約
時
の
内
金
納
入
と
延
利
金
は
若
尾
家
と
米

穀
商

の
夫
々
に
う
ま
み
の
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
米
穀
商
に
と

っ
て
見

れ
ば
、
少
額
の
元
手
で
か
な
り
の
米
穀
を
確
保
で
き
る

一
方
で
、
延
利
金
の
負

担
さ
え
覚
悟
す
れ
ば
引
き
取
り
期
限
を
超
え
て
米
穀
市
場
の
動
き
を
見
極
め
な

が
ら
の
取
引
を
可
能
と
し

「
投
機
的
利
益
」
の
獲
得
の
可
能
性
を
大
き
く
し
て

い
る
点
、
こ
れ
に
対
し
て
若
尾
家
に
と

っ
て
は
、
契
約
後
に
米
価
の
急
騰
が
あ

っ

た
場
合
に
よ
る

「
投
機
的
利
益
」
の
獲
得
は
望
め
な
く
な
る
が
、
早
い
時
期
に

小
作
米
の
売
却
先
が
確
保
で
き
る
こ
と
と
、
米
穀
相
場
の
下
落
に
伴
う
損
失
を

回
避
す
る
と
同
時
に

「
投
機
的
利
益
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
若
尾
家
と
米
穀
商
の

「
投
機
的
利
益
」
の
獲
得
の
成

否
は
売
買
契
約
成
立
以
後
の
甲
府
米
穀
市
場
の
相
場
の
動
向
如
何
に
よ

っ
て
大

き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
若
尾
地
所
部
と
米
穀
商
は
双
方
に
と

っ
て

「
利
点
」
と
し
て
機
能
す
る
契
約
条
件
を
駆
使
し
て
互
い
に
死
力
を
尽
し
て
駆

引
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
勿
論
、
売
却
に
当
た

っ
て
は
柳
、
玄
米
の
品
質
も
大

き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
若
尾
家
は
前
稿
で
見
た

様
に
小
作
米
品
評
会
、
水
稲
競
作
田
品
評
会
な
ど
を
開
催
し
、
そ
の
席
上
申
し

渡
さ
れ
た
注
意
事
項
に
良
質
米
の
確
県
に
努
め
る
若
尾
家
の
狙
い
を
見
て
取
れ

スυ
。一

糎

ニ
ア
リ
テ

ハ
枇
掛
又
ナ
ク

一
升
ノ
重
量
早
稲
ヲ
二
百
五
十
五
匁
以
上
晩

稲
フ
三
百
六
十
五
匁
以
上
又
玄
米

ハ

「
ア
ラ
」
又

ハ
砕
米
死
米
等
ナ
ク

一

升
ノ
重
量
三
百
八
十
匁
以
上

二
精
選

ス
ル
コ
ト

一
納
品
ノ
種
類

ハ
可
成

一
定
シ
ニ
種
以
上

二
渉
ラ
ガ
ル
コ
ト

一
乾
燥
不
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
品
種
調
整
俵
装
良
好
ナ
ル
モ
擬
賞

セ
ラ
ル
ヽ
望
ミ

ナ
キ
フ
以
テ

一
層
ノ
注
意
フ
要
ス
ル
コ
ト

若
尾
地
所
部
と
米
穀
商
と
の
間
の
契
約
時
に
お
け
る

一
俵
当
た
り
の
売
却
価

格
の
動
向
を
、
甲
府
米
穀
市
場
の
米
穀
相
場
と
の
比
較
を
通
し
て
更
に
検
討
し

た
い
。
第
二
図
は
、
大
正

一
〇
年

一
一
月
五
日
か
ら

一
〇
日
目
ご
と
の
甲
府
米

穀
市
場
の
米
相
場
の
終
値
か
ら
作
成
し
た

一
俵
当
た
り
の
市
場
価
格
の
推
移
と

若
尾
地
所
部
の
売
却
価
格
を
同
時
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
に
よ
れ
ば
、

大
正

一
〇
年
度
に
当
た
る
大
正

一
〇
年

一
一
月
か
ら
翌

一
一
年

一
〇
月
の
期
間

は
甲
府
米
穀
市
場
の
米
価
に
比
較
的
大
き
な
動
き
が
あ

っ
た
。
年
度
当
初
、
前

年
度
の
ピ
ー
ク
で
あ
る

一
俵

一
六
円
台
で
ス
タ
ー
ト
し
た
米
価
は
、　
一
月
下
旬

か
ら
二
月
中
旬
に
か
け
て

一
時
も
ち
直
す
が
、
三
月
の

一
三
円

一
〇
銭
に
向
け
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て
下
落
を
続
け
、
そ
の
後
四
月
勧
、
中
旬
に
若
千
上
昇
す
る
が
五
月

初
旬
に
再
び
下
落
す
る
。
そ
れ
以
降
は
上
昇
に
転
じ
七
月
初
旬
に
は

一
五
円
九
〇
銭
に
ま
で
回
復
し
、
ピ
ー
ク
を
形
成
し
た
あ
と

一
転
し

て
暴
落
し
は
じ
め
九
月
下
旬
に
は

一
〇
円
に
ま
で
三
七
パ
ー
セ
ン
ト

も

一
気
に
急
降
下
す
る
。
こ
の
間
の
事
情
を

『
決
算
報
告
』
は
、
次

の
様
に
活
写
し
て
い
る
。

前
年
ノ
不
作
力
原
因
ト
ナ
リ
テ
米
価

ハ
能
ク
高
値
フ
保
チ
粗
相
場

ハ
本
年
二
月

二
於
テ
十

一
、
二
円
フ
上
下
シ
以
来
格
別
ノ
変
動
ナ

カ
リ
シ
ガ
六
月

二
至
リ
テ
補
活
気
ヲ
呈
シ
上
等
粗

ハ
十
三
、
四
円

ノ
取
引
ア
リ
定
期
米
相
場

モ
漸
次
昂
騰
シ
テ
七
月

ニ
ハ
最
高
四
十

一
円
十
九
銭
フ
出
現
ス
ル
ニ
至
リ
シ
カ
植
付
以
来
ノ
好
順
気

二
早

ク
モ
大
豊
作
フ
予
想
ン
テ
人
気

ハ
急
転
シ
テ
崩
落

二
次
ク
ニ
暴
落

ア
リ
而
ン
テ
天
候

ハ
飽
迄
好
晴
フ
継
続
シ
ケ
レ
ハ
本
期
末

ニ
ハ
定

期
米
相
場
実

二
二
十
四
円
八
十
銭

二
低
落
シ
釈
相
場
七
円
五
十
銭

フ
唱
フ
ル
ニ
至
レ
ヅ

一
方
、
若
尾
地
所
部
の
売
却
価
格
は
、
玄
米
の
そ
れ
は
、
六
月
下

旬
に
若
千
下
が
る
も
の
の
、
四
月
二
五
日
か
ら
六
月

一
二
日
ま
で
の

一
か
月
半
の
間
に
売
却
価
格
が

一
三
円
五
〇
銭
か
ら

一
五
円

一
二
銭

へ
と

一
貫
し
て
上
昇
し
、
そ
の
上
昇
率
が

一
二
パ
ー
セ
ン
ト
を

マ
ー

ク
し
、
若
尾
地
所
部
の
売
却
価
格
と
甲
府
米
穀
相
場
が
連
動
し
て
い

る
こ
と
を
明
確
に
看
取
で
き
る
。
又
、
靱
の
場
合
は
、
若
尾
地
所
部

の
売
却
価
格
に
は
何
回
か
の
上
下
動
も
あ
る
が
、
二
月
ど
六
月
初
旬

段
階
よ
り
六
月
下
旬
段
階
の
方
が
価
格
が
明
ら
か
に
上
昇
し
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
の
後
、　
一
〇
月
二
三
日
の
野
沢
蔦
吉

へ
の
売
却
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が

一
三
円
二
四
銭
と
著
し
く

(第 2図 )甲府米穀相場の推移と若尾地所部の売却価格

▲ 売却玄米価格

注1)1俵 当たり価格
『山梨日日新聞』甲府米穀相場より
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高
い
が
、
七
月
中
旬
以
降

の
米
相
場
の
急
落
に
伴
な

っ
て
、
九
月
八
日
の
売
却

価
格
は

一
二
円
、
同
月

一
三
日
の
そ
れ
は
八
円
三
銭
、
更
に

一
二
月
に
成
立
し

た
売
却
契
約
で
は
売
却
価
格
は
九
円
二
〇
銭
台
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
若
尾
地
所
部
の
売
却
価
格
は
売
却
契
約
の
締
結
時
の
米
価
水
準
に
見
あ

っ
た

か
た
ち
で

ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
売
却
価
格
の
推
移
を
見
る
か
ぎ
り
、
若
尾
地
所
部
で

は
甲
府
の
米
穀
市
場
の
米
相
場
の
推
移
を
見
極
め
、
そ
の
上
昇
分
を
売
却
価
格

に
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
前
述
し
た

同
じ
米
穀
商
で
あ

っ
て
も
契
約
を
何
国
か
に
分
け
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、

米
穀
商
の
側
で
も

一
度
に
多
額
の
契
約
時
内
金
を
用
意
で
き
な
い
と
い
う
事
情

も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
売
却
を
分
割
し
た
こ
と
の
意
味
は
、
も

っ
と
積

極
的
に
若
尾
地
所
部
の
側
で
少
し
で
も
米
相
場
の
動
き
を
見
極
め
て
取
引
を
行

な
い
た
い
と
す
る

「
意
図
」
が
存
在
し
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。大

正

一
〇
年
度
の
場
合
、
買
受
人
が
内
金
を
支
払
い
実
際
に
靱
、
玄
米
を
引

き
取

っ
た
、
米
穀
商
に
よ
る
現
物
の
引
き
取
り
の
期
間
は
、
売
買
契
約
が
成
立

し
た
期
日
の
明
示
が
な
く

「
精
米
試
験
用
、
五
月
中
渡

シ
」
と
注
記
の
あ
る
乾

燥
機
及
び
精
麦
機
の
販
売
業
者
の
辻
頼
母

へ
の
売
却
判

一
一
〇
俵
を
含
め
て
も
、

長
田
正
三
郎

へ
の
判
二
俵
、
矢
崎
政
吉

へ
の
玄
米
四
三
俵
を
除
き
、
年
度
内
に

売
却
契
約
が
成
立
し
た
分
は
五
ユ

一
一
月
に
そ
の
引
き
取
り
が
全
て
完
了
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
物
の
引
き
取
り
の
時
期
を
月
別
に
分
け
て
観
察
す
る
と
興

味
深
い
事
実
が
浮
び
上
が

っ
て
く
る
。
即
ち
、
釈
は
、
八
月
に
は
全
取
引
量
の

二
四

。
二
、
九
月
に
は
同
じ
く
四
〇

・
四
、　
一
〇
月
に
は
二
三

・
七
パ
ー
セ
ン

ト
が
搬
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
カ
月
間
に
売
却
量
全
体
の
八
八

・
三
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
九
、
八
三
六
俵
が
集
中
し
、
特
に
九
月
中
の
引
き
取
り
糎
量
の

集
中
が
目
立

っ
て
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
玄
米
は
、
粗
よ
り
若
干
そ
の
時
期

が
早
く
、
六
月
に
二
八

・
六
、
七
月
に

一
五

・
八
、
八
月
に
四
二
パ
ー
セ
ン
ト

が
搬
出
さ
れ
こ
の
六
ユ
八
月
の
三
カ
月
に
売
却
量
全
体
の
八
六

・
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
当
た
る
二
、
五
二
五
俵
が
集
中
し
て
い
る
な
ど
判
、
玄
米
共
比
較
的
短
期

間

へ
の
集
中
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
端
境
期
で
の
引
き
取
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
八
月
、
九
月
と
い
う
時
期
は
若
干
早
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
正

一
〇

年
度
に
限

っ
て
言
え
ば
こ
の
八
ユ
九
月

へ
の
引
き
取
り
時
期
の
集
中
と
い
う
こ

と
は
ど
の
様
な
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
の
と
こ
ろ
こ
の
疑
間
に
直
接
答
え
て
く
れ
る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
第

二
図
で
明
ら
か
と
な

っ
た
米
穀
相
場
の
動
向
を
考
え
る
な
ら
ば
、
七
月
中
？
下

旬
以
降
の
米
相
場
の
急
激
な
下
落
に
逢
着
し
た
米
穀
商
が
、
収
穫
後
の
農
民
層

の
手
に
よ
る
売
却
米
の
急
増
に
伴
う
先
行
き
の
米
価
暴
落
を
予
想
し
て
、
値
崩

れ
に
よ
る
損
失
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
急
遠
八
ど
九
月
に
現
物
靱
の
引

き
取
り
を
行
な

っ
た
結
果
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
大
正

一
〇

年
度
の
場
合
端
境
期
の
最
終
段
階
と
し
て
本
来
な
ら
ば
米
穀
相
場
の
上
昇
が
期

待
で
き
る
八
ど

一
〇
月
期
の
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
大
幅
な
米
価
暴
落
は
米
穀

商
に
対
し
て
大
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
正

一
〇
年
度
の
取
引
を
若
尾
地
所
部
の
側
か
ら
見
る
と
、
米
穀
相
場

の
大
暴
落
以
前
に
手
持
ち
米
穀
の
大
部
分
の
売
却
契
約
を
済
ま
せ
て
い
た
こ
と

は
、
比
較
的
高
米
価
で
あ
る
時
期
に
売
買
契
約
を
結
び
、
米
穀
商
た
ち
に
暴
落

以
後
の
低
米
価
期
に
高
米
価
期
に
決
定
さ
れ
た
売
買
価
格
に
基
づ
い
て
算
出
さ

れ
た
内
金
を
納
入
さ
せ
て
米
穀
現
物
を
引
き
取
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。
若
尾
地

所
部
は
米
穀
売
却
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
誤
ら
ず
、
も
し
も
、
端
境
期
の
米
穀
相
場

の
上
昇
を
見
込
ん
で
売
り
惜
し
ん
で
い
た
場
合
に
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
米
相
場

の
下
落
に
伴
う
損
失
を
回
避
で
き
た
の
で
あ
り
、
結
果
的
に

「
投
機
的
利
益
」
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は
若
尾
家
に
帰
し
た
こ
と
に
な
る
。
若
尾
地
所
部
の

『
決
算
報
告
』
は
先
に
引

用
し
た
部
分
に
続
け
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

斯
ル
状
態
ナ
リ
ツ
カ
バ
県
下
大
地
主
ノ
多
ク

ハ
先
高
フ
見
越
シ
テ
持
米
フ
売

惜
ミ
ッ
ヽ
ア
ル
折
柄
北
米
加
州
米

ハ
極

メ
テ
安
価

二
輸
入
セ
ラ
レ
内
地
米

ニ

混
成
シ
テ
盛

ン
手
販
売
セ
ラ
レ
米
穀
商

ハ
為

メ
ニ
砂
カ
ラ
ズ
利
益
ス
ル
者
ア

リ
テ
地
米
ノ
売
行
悪
カ
リ
ツ
カ

′ミ
適
当
ノ
処
分
機
フ
逸
シ
タ
ル
地
主
連

モ
多

カ
リ
キ
当
部

ハ
此
間

二
処
ツ
テ
幸

二
大
過
ナ
ク
殆
ド
全
部
ノ
持
米
フ
崩
落
以

前

二
売
却
シ
テ
別
表
ノ
如
キ
成
績
ヲ
得
タ
ツ

若
尾
地
所
部
と
し
て
は
も
く
る
み
通
り
の
売
却
が
で
き
た
と
手
放
し
で
評
価

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
正

一
〇
年
度
で
見
る
か
ぎ
り
、
全
部
で
七

六
六
円
九
五
銭
に
達
す
る
延
利
金
は
、
米
穀
相
場
の
急
激
な
下
落
に
よ

っ
て
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
米
穀
商
に
と

っ
て

「
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
」
と
し
て
作
用
し
た

の
で
あ
る
。
か
か
る
事
態
に
対
し
て
、
根
津
家
の
売
買
契
約
書
に
は

「
低
市
価

ノ
場
合
在
リ
ト
そ
乙

（米
穀
商
‥
筆
者
）

ハ
本
契
約
フ
履
行
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」

と
明
記
さ
れ
、
契
約
の
完
全
履
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
若
尾
家
の
場

合
は
、
他
の
年
度
に
つ
い
て
は
不
朔
で
あ
る
が
、
大
正

一
〇
年
度
に
は
、
二
五

〇
円
三
〇
銭
と
売
却
代
金
総
額
に
比
し
て
金
額
的
に
は
僅
か
な
額
で
は
あ
る
が
、

長
田
正
三
郎
、
矢
崎
政
吉
の
両
名
に
対
し
て

「
引
取
中
相
場
暴
落

二
付
値
引
」

と
し
て
米
価
暴
落
を
理
由
に
値
引
き
す
ら
行
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
年

度
に
お
け
る
米
相
場
の
暴
落
が
如
何
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ

っ
た
か
が
分
か

ＺＯ
。

む
す
び

こ
れ
ま
で
の
分
析
検
討
で
明
ら
か
と
な

っ
た
諸
点
を
整
理
し

一
応
の
総
括
と

し
た
い
。

一
、
明
治
三
三
を
昭
和
二
年
の
動
向
か
ら
若
尾
地
所
部
の
売
却
価
格
は
甲
府

米
穀
市
場
の
価
格
の
推
移
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
相
場
の
変
動
は
激
し
く
小

作
米
の
有
利
な
販
売
は
か
な
り
難
し
か

っ
た
。

二
、
大
正

一
〇
年
度
の
場
合
、　
三
二
名
の
米
穀
商
と
比
較
的
大
口
の
売
却
契

約
を
結
ん
だ
。
売
却
さ
れ
た
米
穀
は
主
に
飯
米
と
し
て
消
費
さ
れ
、
売
却
の
範

囲
は
甲
府
市
、
中
巨
摩
郡
を
中
心
と
し
た
若
尾
家
の
所
有
耕
地
の
分
布
範
囲
に

限
ら
れ
て
お
り
、
県
外

へ
の
移
出
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
売
却
契
約
は
数
回
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
時

々
の
米
相
場
の
水
準
と
売
却

価
格
は
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
り
、
若
尾
家
は
米
穀
市
場
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
取
引
を
行
な
お
う
と
し
た
。

四
、
若
尾
地
所
部
は
売
却
契
約
の
成
立
時
に
は
契
約
時
内
金
を
取
り
、
米
穀

商
は
現
物
を
引
き
取
る
た
び
に
内
金
を
納
入
し
、
契
約
時
に
決
め
ら
れ
た
引
き

取
り
期
限
を
超
え
る
と
延
利
金
が
課
せ
ら
れ
た
。

五
、
大
正

一
〇
年
度
の
場
合
は
、
七
月
中
旬
以
降
米
相
場
の
大
暴
落
が
あ
り
、

米
穀
商
は
低
米
価
期
の
八
ど
九
月
に
現
物
を
引
き
取
り

「
投
機
的
利
益
」
は
若

尾
家
に
帰
し
た
。

以
上
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
山
梨
県
の
米
穀
流
通
の
中
に
若
尾
家
を
位
置

付
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
筆
者
の
次
の
課
題
で
あ
る
。

注（１
）
拙
稿

「
昭
和
初
年
に
於
け
る
若
尾

一
族
の
企
業
経
営
活
動
の
実
態
」

（
『
甲
府
市
史
研
究
』
、
第
二
号
、　
一
九
八
五
年
）
、
萩
原
為
次

『
素

裸
に
し
た
甲
州
財
閥
』

（
山
梨
民
友
新
聞
社
、　
一
九
三
二
年
）
を
参
照

の
こ
と
。

（
２
）
地
主
制
史
研
究
、
地
方
財
閥
史
研
究
の
成
果
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
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い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
と
の
関
連
で
、
永
原
慶
二
他

『
日

本
地
主
制
の
構
成
と
段
階
』

（東
大
出
版
会
、　
一
九
七
二
年
）
、
大
石

嘉

一
郎

『近
代
日
本
に
お
け
る
地
主
経
営
の
展
開
』

（御
茶
の
水
書
一房
、

一
九
八
五
年
）
、
守
田
志
郎

『
地
主
経
済
と
地
方
資
本
』

（御
茶
の
水

書
一房
、　
一
九
七
八
年
）
、
森
川
英
正

『
地
方
財
閥
』

（
日
本
経
済
新
聞

社
、　
一
九
八
〇
年
）
を
上
げ
る
に
止
め
る
。

（
３
）
従
来
の
地
方
財
閥
研
究
は
そ
の
問
題
関
心
と
の
関
係
か
ら
主
に
経
営

史
的
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
が
多
い
が
、
筆
者
と
し
て
は
地

方
財
閥
研
究
を
戦
前
の
日
本
資
本
主
義
発
達
史
、
就
中
、
地
域
産
業
史

の
中
に
位
置
付
け
る
た
め
に
は
日
本
資
本
主
義
の
生
成
過
程
、
と
り
わ

け
地
方
資
本
の
資
本
形
成
と
深
い
関
連
を
有
し
た
地
主
制
の
問
題
を
視

野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
は
地
方
財
閥
研
究
に
地
主

制
史
研
究
の
豊
か
な
成
果
を
も

っ
と
取
り
入
れ
る
必
要
を
痛
感
し
て
い

∠
や
。

（
４
）

『
甲
府
市
史
研
究
』
、
第
三
号
、
　
全

九
八
六
年
）
。

（５
）

『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
、
第
三
七
号
、
　
全

九
八
六
年
）
。

（
６
）
使
用
す
る
資
料
は
甲
府
市
の

『
三
浦
正
弘
家
文
書
』
で
あ
る
。

（
７
）
こ
れ
ま
で

「
甲
州
財
閥
」
に
関
説
し
た
著
作
の
多
く
は
、　
一
般
的
に

「
読
み
物
」
的
性
格
が
強
く
、
史
実
の
評
価
や
叙
述
の
点
で
疑
間
を
挟

む
余
地
を
残
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
８
）
、

（
９
）
永
原
他

『
前
掲
書
』
所
収
。

（
１０
）
甲
府
に
お
け
る
正
米
取
引
所
の
開
設
は
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）

の
こ
と
で
あ
り
、
若
尾
地
所
部
の
設
立
も
そ
れ
に
対
応
し
た
動
き
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
コ
）
、

（
‐２
）
前
掲
拙
稿

「若
尾
家
の
地
主
的
土
地
所
有
の
推
移
＝
動
向
」
、

三
四
ど
三
五
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
・３
）
若
尾
地
所
部
の
玄
米
の
売
価
格
は
狸
の
そ
れ
よ
り

一
Ｐ
三
割
ほ
ど
高

か

っ
た
。

（
・４
）
中
巨
摩
郡
の
西
部
地
域
と
北
巨
摩
郡
が
玄
米
納
地
帯
で
あ

っ
た
。

（
・５
）
若
尾
地
所
部
の
年
度
は

一
一
月

一
日
か
ら
翌
年

一
〇
月
末
日
ま
で
で

あ
る
の
に
対
し
て
、

『
山
梨
県
統
計
書
』
は
暦
年
で
あ
る
。

（
‐６
）
永
原
他

『
前
掲
書
』
、　
三
ハ
九
―

一
七

一
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
Ｗ
）
若
尾
地
所
部
大
正
六
年
度

『
決
算
報
告
』
。

（
・８
）
若
尾
地
所
部
が
如
何
な
る
売
却
方
針
を
採

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
正
九
年
度
の

『
決
算
報
告
』
に
は
平
均
売
り
を
行
な

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
正

一
〇
年
度
の
売
却
契
約
締
結
期
日

が
二
月
か
ら
年
度
い
っ
ぱ
い
に
亙

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
冒
険
せ

ず
、
基
本
的
に
は
平
均
売
り
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ю
）
若
尾
地
所
部
大
正
六
年
度

『
決
算
報
告
』
。

（
２０
）

『
米
穀
売
帳
』
に
は
連
名
で
書
か
れ
て
い
る
が
両
者
の
関
係
は
不
明

で
あ
る
。

（
２‐
）
永
原
他

『
前
掲
書
』
、　
一
七
六
頁
。

（
２２
）
永
原
他

『
前
掲
書
』
、
三
五
五
―
五
六
頁
。

（
２３
）
永
原
他

『
前
掲
書
』
、　
一
七
八
頁
。

（
２４
）
前
掲
拙
稿

「
若
尾
家
の
地
主
経
営
の
構
造
」
を
参
照
せ
よ
。

（
２５
）
若
尾
勧
農
部
大
正
七
年
度

『
決
算
報
告
』
。

（
２６
）
若
尾
地
所
部
大
正

一
〇
年
度

『
決
算
報
告
』
。

（
２７
）
若
尾
地
所
部
大
正

一
〇
年
度

『
決
算
報
告
』
。

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）
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